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洪水時の地下室の危険性について

－ 地下室を安全に使うために －
平成１2年6月   (財)日本建築防災協会

建築物防災推進協議会

 ■豪雨・洪水の時に地下室は危険です
　1999 年の梅雨時に発生した豪雨では地下室で水死するという痛ましい事故が起こりました。
　福岡市博多駅周辺のオフィス街が冠水し、ビル地下１階の飲食店で女性店員が逃げ遅れて水死しました｡駐車場の
入口などから水が急激に流入して、「逃げられないかも知れない」と電話した直後に悲鳴がして、連絡が途絶え
ました。
　また、東京都新宿区では、低地の住宅地が冠水し、住宅の地下室に エレベーターで様子を見に行った居住者の
男性が、水没した地下室に閉じ込められて死亡しました。地下室には外階段もありましたが、水圧で扉が開かず､
エレベーターも浸水で動かなくなりました。
　平成10年の水害で発生した地下室被害には下記のようなものがあげられます。地下室の浸水被害はめったに発
生しないものではなく、比較的頻繁に起こるものと考えて、日頃から対策を講じておく必要があります。

表１　平成10年の水害における地下室被害の主なもの（水害統計調査等による）

 ■豪雨・洪水時の地下室での行動原則：
　  洪水時には地下室からすぐに避難することが大切です
　地下室を豪雨や洪水に対して浸水しにくい構造にすることも必要ですが、これにも限界があります。洪水時には
地下室からなるべく早く避難することが非常に大切です。
　ですから、地下室での豪雨・洪水に対する危険性を認識して、洪水時には必要な情報をいち早く知り、避難す
る仕組みを常日頃からつくっておくことが、基本的かつ重要な事柄となります。
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